
ゆりはま議会 平成26年８月１日　発行
発行：鳥取県湯梨浜町議会

第 号43

ふるさと納税が人気	
常任委員会審議　水明荘 大改革が必要	
一般質問　町政を問う　町長 出馬表明	

全会一致で意見書を提出（集団的自衛権）	

町民インタビュー	
　　　合併10周年を迎えるにあたって
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補
正
予
算

☆
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
２
５
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額

を
98
億
３
４
２
５
万
円
と
す

る
。

レ
ッ
ド
区
域
内
住
宅
建
替

事
業
補
助
金

２
６
３
万
円

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

内
に
お
い
て
、
住
宅
な
ど
の

建
て
替
え
な
ど
の
た
め
、
防

護
壁
の
設
置
な
ど
を
し
た
場

合
に
、
そ
の
施
工
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
。

・�

ふ
る
さ
と
湯
梨
浜
応
援

基
金
事
業

４
７
７
万
円

　

５
月
上
旬
時
点
で
、
前
年

度
の
寄
附
件
数
に
達
す
る
状

況
で
、
基
金
を
増
額
す
る
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業

７
８
０
万
円

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
、
採
択

さ
れ
た
長
瀬
東
部
区
、
久
留

東
区
、
松
崎
１
区
の
施
設
、

設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
。

・�

芸
術
・
文
化
活
動
臨
時

振
興
事
業

３
７
万
円

　
「
第
14
回
全
国
障
が
い
者

芸
術
・
文
化
祭
と
っ
と
り
大

会
」
に
あ
わ
せ
、『
障
が
い

者
と
小
学
生
の
た
め
の
松
野

迅
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
』
で
、
障
が
い
児
・
障
が

い
者
約
１
０
０
名
、
町
内
小

学
生
約
３
５
０
名
を
無
料
招

待
し
、
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

・
水
痘
予
防
接
種
事
業

５
３
１
万
円

・�

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事

業

１
７
３
万
円

　

乳
幼
児
の
水
痘
予
防
接

種
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
10
月
か

ら
定
期
予
防
接
種
と
な
る
た

め
の
経
費
の
増
額
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
人
気

自
治
会
活
動
を
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
を
体
験

予
防
接
種
に
支
援

平成26年第４回６月定例会 災害
対策

レ
ッ
ド
区
域

防
護
壁
設
置
支
援

　土砂災害が発生した場合
には、建築物に損壊が生
じ、住民の生命または身体
に著しい危害が生じる恐れ
があると認められる土地の
区域。町内では151カ所が
指定されている。

レッド区域

　

平
成
26
年
６
月
定
例
会
が
、
６
月
13
日
か
ら
23

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
議
案
を
慎

重
に
審
議
し
、
提
案
さ
れ
た
12
議
案
す
べ
て
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
国
に
提
出
す
る
意
見

書
４
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ふるさと湯梨浜応援基金で子育て・教育支援
（赤ちゃん登校日）
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・�

梨
柿
等
の
霜
被
害
対
策

緊
急
支
援
事
業４９

４
万
円

　

今
春
の
霜
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
農
家
に
対
し
、
病
害

虫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
防

除
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す

る
。

・�

親
元
就
農
促
進
支
援
交

付
金
事
業

１
２
０
万
円

　

認
定
農
業
者
で
あ
る
親
元

で
行
わ
れ
る
後
継
者
の
就
農

研
修
に
対
す
る
助
成
。

・�

が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン

事
業

�

△
９
０
０
万
円

・�

集
落
営
農
体
制
強
化
支

援
事
業

４
５
０
万
円

　

県
の
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ

ン
事
業
に
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
取
り
組
み
事
業
を

変
更
す
る
な
ど
し
た
。

・�

松
崎
幼
稚
園
施
設
整
備

事
業

１
１
０
万
円

　

３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ

を
可
能
と
す
る
施
設
整
備
の

設
計
業
務
委
託
費
。

・�

東
郷
運
動
公
園
整
備
事

業

４
０
５
５
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助

成
金
を
活
用
し
、
硬
式
野
球

対
応
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備

な
ど
を
行
う
。

・
い
じ
め
問
題
対
策
事
業

２
７
万
円

　

各
学
校
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
、「
湯
梨
浜
町
い
じ

め
防
止
対
策
基
本
方
針
」
に

あ
る
、
い
じ
め
防
止
な
ど
の

各
種
委
員
会
を
設
置
す
る
。

・
道
路
維
持
事
業５９

０
万
円

　

東
郷
池
周
辺
の
浸
水
対
策

の
た
め
、
県
が
実
施
す
る
護

岸
整
備
の
設
計
に
あ
わ
せ

て
、
町
も
内
水
対
策
の
た
め

の
調
査
を
実
施
す
る
も
の
。

・
伝
統
芸
能
承
継
事
業

２
７
０
万
円

　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
地
域
の
祭
り
や

伝
統
芸
能
な
ど
を
次
代
へ
継

承
す
る
た
め
、
映
像
記
録
保

存
と
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
。

豊
作
を
願
っ
て

後
継
者
支
援

農
業
支
援
の
変
更

未
満
児
の
受
け
入
れ
へ

安
全
な
野
球
場
へ

い
じ
め
防
止
へ

浸
水
対
策
へ
始
動

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製

３歳未満児の受け入れが待たれる松崎幼稚園

グラウンド・ゴルフ発祥地大会で伝統芸能を披露（泊貝がら節）
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特
別
会
計

☆�

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計

　

海
外
療
養
費
の
不
正
請
求

対
策
に
か
か
る
経
費
の
計
上

な
ど
８
万
円
の
増
額
補
正
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
保
険
料
の
減
額
賦
課

決
定
期
間
の
延
長
に
よ
る
保

険
料
還
付
金
な
ど
28
万
円
の

増
額
補
正
。

☆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

な
ど
７
１
３
万
円
の
減
額
補

正
。

☆�

農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計

　

宇
谷
地
区
の
管
渠
築
造
工

事
な
ど
２
３
４
万
円
の
増
額

補
正
。

☆�

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会

計

　

人
件
費
の
制
度
改
正
に
よ

る
８
万
円
の
増
額
補
正
。

☆
水
道
事
業
会
計

　

人
件
費
の
制
度
改
正
な

ど
、
収
益
的
支
出
を
13
万
円

減
額
補
正
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
を

５
２
０
万
円
、
資
本
的
支
出

を
１
０
５
０
万
円
増
額
。
内

容
は
、
水
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
伴
う
一
般
会
計
出
資

金
及
び
配
水
施
設
改
良
工
事

費
の
増
額
補
正
。

条
例
改
正

☆�

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
本
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
く
捕
獲
、

防
護
柵
の
設
置
な
ど
を
担
う

実
施
隊
の
設
置
を
す
る
も
の
。

☆�

い
じ
め
問
題
調
査
委
員

会
等
条
例
の
制
定　
　

　
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
が
設
置
す
る
「
い
じ
め
問

題
調
査
委
員
会
」
と
、
町
が

設
置
す
る
「
い
じ
め
問
題
検

証
委
員
会
」
に
関
す
る
事
項

を
定
め
る
も
の
。

☆�

青
少
年
の
家
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

原
則
、
小
中
学
生
の
利
用
に

限
定
さ
れ
て
い
る
規
程
を
緩

和
し
、
目
的
外
利
用
に
つ
い

て
の
規
定
を
設
け
る
も
の
。

☆�

ふ
る
さ
と
陶
芸
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

ふ
る
さ
と
陶
芸
館
の
使
用

料
に
つ
い
て
、
利
用
促
進
と

利
用
者
の
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
現
在
、
窯
の
使

用
時
の
み
使
用
料
を
徴
収
し

て
い
る
が
、
新
た
に
施
設
そ

の
も
の
の
使
用
に
つ
い
て
も

使
用
料
を
設
定
す
る
。

そ
の
他

☆
物
品
売
買
契
約
の
締
結

契
約
の
目
的

　

�

利
用
者
増
加
に
対
応
す
る

た
め
。

契
約
の
金
額

　

１
０
７
７
万
円

契
約
の
相
手
方

　

�

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ

株
式
会
社
中
国
支
店

　

支
店
長　

野
上　

智
義

鳥
獣
被
害
を
な
く
せ

い
じ
め
「
条
例
化
」

幅
広
い
利
用
を

負
担
の
適
正
化

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト

通
信
機
器
を
購
入

「侵入防止」電気柵の設置講習会（泊）
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

６
月
18
日
ほ
か
３
回

大
改
革
が
必
要

◇
水
明
荘

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
で

は
、
１
月
に
千
葉
県
に
あ
る

国
民
宿
舎
、
宿
泊
利
用
率
全

国
上
位
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ

九
十
九
里
」
で
視
察
研
修
を

実
施
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

水
明
荘
に
つ
い
て
、副
町
長
、

支
配
人
、
事
務
長
を
交
え
て

協
議
を
行
っ
た
。
委
員
か
ら

は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

と
比
較
し
て
、
あ
い
さ
つ
、

笑
顔
で
の
迅
速
な
出
迎
え
が

な
い
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

Ｑ
．
現
状
で
気
に
な
る
こ
と

は
。	

Ａ
．
ス
タ
ッ
フ
は
10
名
。
早

番
と
遅
番
は
固
定
さ
れ
、
休

暇
を
と
る
人
も
い
る
。
必
要

な
と
こ
ろ
に
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
で
き
る
よ
う
出
欠
管
理
を

一
元
化
し
た
い
。

　

今
年
の
経
営
方
針
は
、
顧

客
重
視
の
現
場
に
す
る
こ
と
。

　

役
割
と
責
任
を
明
確
化
。

パ
ー
ト
さ
ん
に
も
支
配
人
の

考
え
を
伝
え
た
い
。
意
識
改

革
を
し
て
、
み
ん
な
で
取
り

組
み
た
い
。 

Ｑ
．
水
明
荘
の
管
理
に
つ
い

て
、
町
は
今
後
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
．
存
続
を
考
え
て
い
る
。

職
員
に
危
機
感
を
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
．
職
員
の
意
識
改
革
を
含

め
て
、
大
改
革
が
必
要
。
給

料
に
つ
い
て
も
、
が
ん
ば
っ

た
者
に
も
ら
え
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
に
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
．
現
在
、
労
働
協
定
が
な

い
。
そ
れ
を
つ
く
り
、
賃
金

体
系
を
含
め
て
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

地
域
振
興
に
期
待

◇
泊
の
陸
上
養
殖

　

現
在
、
泊
漁
港
内
で
は
、

「
湯
梨
浜
振
興
合
同
会
社
」

と
「
テ
イ
ト
・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
株
式
会
社
」
の
２
社

が
陸
上
養
殖
支
援
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

井
戸
の
試
掘
を
行
っ
た

が
、
養
殖
に
適
し
た
水
が
確

保
で
き
な
い
た
め
、
町
の
更

な
る
試
掘
費
用
負
担
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
当
初
見
込
み
よ
り
コ
ス

ト
が
高
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
業
者
は
や
る
気
が
あ
る

の
か
ど
う
か
。

Ａ
．
業
者
も
コ
ス
ト
を
心
配

し
て
い
る
。「
テ
イ
ト
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会

社
」
は
、
更
に
掘
っ
て
み
て

適
し
た
水
が
出
れ
ば
や
り
た

い
と
い
う
意
向
。「
湯
梨
浜

振
興
合
同
会
社
」
の
井
戸
で

は
、
塩
分
濃
度
は
低
い
が
、

魚
が
飼
え
る
状
態
の
海
水
は

出
て
い
る
。

　
「
と
っ
と
り
賀
露
か
に
っ

こ
館
」
で
も
採
用
し
て
い
る

よ
う
に
外
洋
水
と
ブ
レ
ン
ド

す
る
方
法
も
あ
る
と
協
議
の

中
で
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
．
そ
も
そ
も
県
が
試
掘
し

て
募
集
を
か
け
た
事
業
で
あ

る
。
今
回
は
県
と
町
が
半
分

負
担
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
全
額
県
負
担
に
は
な
ら

な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
．
町
も
そ
う
思
う
。
町
も

事
業
を
探
し
た
が
、
条
件
に

あ
う
も
の
が
な
か
っ
た
。 

熱心に協議（水明荘）

井戸海水試掘（泊漁港）

常
任
委
員
会
審
議
内
容

◆

◆
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隊
員
を
ど
う
増
や
す

◇
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

　

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
被
害
防
止
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
町

が
猟
友
会
会
員
を
実
施
隊
員

に
任
命
し
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
者

な
ど
へ
被
害
対
策
の
指
導
な

ど
を
行
う
。

Ｑ
．
協
議
会
設
立
の
と
き
、

被
害
防
止
に
大
き
く
期
待
を

し
た
が
、
現
状
で
は
個
体
数

が
そ
こ
ま
で
減
っ
て
い
な
い
。

Ａ
．
捕
獲
し
て
い
る
が
、
個 

体
数
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
に

は
、
防
護
を
し
て
も
数
は
減

ら
な
い
。
狩
猟
免
許
を
と
っ

て
い
た
だ
き
、
実
施
隊
に
入

る
人
が
ふ
え
る
よ
う
啓
発
を

考
え
た
い
。

Ｑ
．
猟
友
会
も
高
齢
化
し
て

い
る
。
地
元
の
人
た
ち
が
何

と
か
し
よ
う
と
い
う
話
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
個
体
数

は
減
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
そ
の
通
り
だ
と
考
え
て

い
る
。
部
落
に
出
向
い
て
説

明
を
し
て
い
き
た
い
。

早
急
の
対
応
を

◇�

潮
風
の
丘
と
ま
り�

風
力
発
電
設
備
の
修
繕

　

３
月
下
旬
の
落
雷
が
原
因

で
、
発
電
設
備
が
停
止
。
修

繕
工
事
費
は
全
額
保
険
の
対

象
と
な
る
見
込
み
。

Ｑ
．
今
後
の
風
車
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

Ａ
．
中
電
と
の
売
電
契
約
を

平
成
32
年
ま
で
締
結
し
て
い

る
。
そ
の
期
間
内
で
方
向
性

を
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
町
村
で
は
、
経
年
劣
化

に
よ
る
故
障
で
保
険
対
応
に

な
ら
な
い
事
例
も
あ
る
。

Ｑ
．
報
告
が
遅
い
。

Ａ
．
今
後
は
速
や
か
に
報
告

し
た
い
。

も
っ
と
利
用
を

◇�

青
少
年
の
家
の�

利
用
の
拡
大

　

湯
梨
浜
町
立
青
少
年
の
家

の
設
置
目
的
外
の
利
用
を
認

め
、
よ
り
幅
広
い
利
用
を
目

指
す
。

Ｑ
．
ど
う
い
う
目
的
が
想
定

さ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
設
置
目
的
が
義
務
教
育

の
集
団
宿
泊
だ
っ
た
の
で
、

現
行
で
あ
れ
ば
高
校
生
の
利

用
も
、
自
治
会
の
行
事
な
ど

も
、
目
的
外
に
な
っ
て
し
ま

う
。

Ｑ
．
利
用
の
希
望
が
重
な
っ

た
場
合
は
、
青
少
年
が
優
先

さ
れ
る
の
か
。 

Ａ
．利
用
目
的
に
か
な
え
ば
、

先
着
順
に
な
る
と
思
う
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
月
18
日
ほ
か
１
回

落雷で止まった風車（潮風の丘とまり）

セカンドスクール（青少年の家）
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学
力
向
上
へ

◇�

家
庭
学
習
の
手
引
き
、�

教
育
要
覧
の
作
成

　

湯
梨
浜
町
の
生
徒
児
童
は

全
国
的
に
比
較
し
て
も
、
家

庭
学
習
の
時
間
が
少
な
い
と

い
う
結
果
を
受
け
て
、
教
育

委
員
会
が
家
庭
学
習
の
手
引

き
を
作
成
。
学
年
ご
と
に
家

庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

記
載
。
４
月
に
小
中
学
校
の

全
て
の
保
護
者
に
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
湯
梨
浜
町
教
育
の

理
念
、
目
標
、
施
策
、
結
果

を
記
載
し
た
教
育
要
覧
も
作

成
し
た
。

Ｑ
．
今
、
子
ど
も
の
貧
困
の

連
鎖
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
家
庭
学
習
の
手
引
き
、

教
育
要
覧
を
学
校
が
出
し
て

も
、
受
け
止
め
る
余
裕
が
な

い
保
護
者
も
い
る
。

Ａ
．
学
校
教
育
で
は
、
負
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
政
策
が
大

切
で
あ
る
。
放
課
後
学
習
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
将
来
を

保
障
し
て
い
き
た
い
。

実
効
あ
る
対
策
を

◇�

い
じ
め
防
止
対
策�

基
本
方
針
に
つ
い
て

　

学
校
が
設
置
す
る
、
い
じ

め
防
止
な
ど
を
担
う
「
い
じ

め
対
策
委
員
会
」
は
、
教
職

員
で
構
成
し
、
学
校
長
の
判

断
で
専
門
家
な
ど
に
参
加
者

を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
教
育
民
生
常
任
委

員
会
は
、
最
初
か
ら
第
三
者

を
い
れ
る
よ
う
要
請
。

　

心
理
・
福
祉
の
専
門
家
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
有
識
者
の
方

も
含
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｑ
．
修
正
し
た
基
本
方
針
は

い
つ
頃
で
き
る
の
か
。

Ａ
．
素
案
を
つ
く
り
、
学
校

と
も
協
議
を
し
た
い
。
学
校

も
組
織
を
作
り
直
す
必
要
が

あ
る
。

　

教
育
委
員
会
に
も
諮
る
の

で
、
少
し
時
間
が
か
か
る
。

計
画
的
な
修
繕
を

◇
町
施
設
の
修
繕

Ｑ
．
今
回
、
東
郷
運
動
公
園

の
野
球
場
を
改
修
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
施

設
関
係
の
整
備
、
改
修
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
ま
と
め
て
あ
る
の

か
。

Ａ
．
施
設
の
基
本
的
な
方
針

は
出
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模

な
修
繕
を
し
な
い
と
い
う
施

設
は
多
い
。
基
本
的
な
維
持

管
理
で
対
応
で
き
れ
ば
継
続

し
て
使
用
し
て
い
く
が
、
需

要
と
経
費
を
比
較
し
て
見
直

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
東

郷
運
動
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
の
助
成
金
を
利
用

し
、
地
元
の
賑
わ
い
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
。

Ｑ
．合
併
後
残
し
た
施
設
は
、

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
残
し

た
。

　

町
民
が
使
う
施
設
に
税
金

を
投
入
す
る
べ
き
。
羽
合
の

野
球
場
も
傷
み
が
激
し
い
。

本
当
に
町
内
に
野
球
場
が
３

か
所
も
必
要
な
の
か
。

　

合
併
後
10
年
が
経
ち
、
も

う
１
回
検
討
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

Ａ
．
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設

は
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

例
え
ば
、
桜
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
の
体
育
館
は
も

う
修
繕
し
な
い
施
設
だ
が
、

避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

議会では、みなさんの意見・要望をいつでも受け付けています。

☎　35-5341　　FAX　35-3697　　メール　ygikai@yurihama.jp

家庭学習の手引きと教育要覧

傷みが目立つ羽合野球場
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上　野　昭　二 こんな教育委員会でいいのか ９

松　岡　昭　博 町の人口減少対策と活路は ９

浜　中　武　仁 町政の評価と町長選挙への出馬の決意は 10

子どもの貧困対策を 10

会　見　祐　子 生涯学習で消費者教育を 11

寺　地　章　行 湯梨浜町の人口減少対策は 11

米　田　強　美 臨海公園の活用で町の魅力アップを 12

非婚・未婚の母子・父子家庭に援助を 12

増　井　久　美 要支援１、２の人への対処は 13

中学校建設の今後は 13

―質問事項―

　平成26年６月定例会の一般質問は、第４日目の６月16日（月）に行われ、７人の議員が登壇。
町政について熱心に議論を展開した。

アロハシャツでさわやか議会

町政を問う!一般
質問
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３
月
定
例
会
で
、
教
育
委

員
会
は
学
力
向
上
に
向
け
、

「
教
師
に
よ
る
土
曜
授
業
を

実
施
す
る
」
と
明
言
し
、
町

長
も
「
必
要
な
ら
財
政
支
援

も
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
多
く
の
保
護
者
は
新

た
な
取
組
み
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
は
試

行
的
に
、
年
間
で
３
回
実
施

と
い
う
少
な
さ
に
驚
か
さ
れ

た
。
こ
れ
で
は
子
ど
も
だ
ま

し
の
よ
う
で
、
改
め
て
問
い

た
だ
し
た
い
。

①
町
教
育
委
員
会
は
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
か
。　

②
子
ど
も
達
の
学
力
は
誰
が

　

若
年
女
性
が
半
分
以
下
に

減
る
町
は
、
消
滅
す
る
可
能

こ
ん
な
教
育
委
員
会
で
い
い
の
か

最
大
限
の
努
力
を
払
う

QA

町
の
人
口
減
少
対
策
と
活
路
は

独
自
性
を
生
か
し
取
り
組
む

QA

保
障
す
る
の
か
。

③
今
な
ぜ
、
土
曜
授
業
が
必

要
か
。

④
学
力
低
下
は
喫
緊
の
課
題

で
は
。

答
弁
（
教
育
委
員
長
）

①
４
年
間
の
「
町
教
育
振
興

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、「
15

年
一
貫
教
育
の
創
造
」
な
ど

重
点
目
標
を
定
め
、
生
涯
学

習
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

②
学
校
の
責
務
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
同
時
に
、
保
護
者

と
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

③
小
学
校
で
の
英
語
科
の
新

設
等
に
対
応
す
る
施
策
な

ど
、
教
育
環
境
整
備
の
必
要

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

④
今
、
学
力
の
向
上
が
強
く

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

学
力
向
上
に
各
学
校
が
、

手
立
て
を
講
じ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

性
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
、
企
業
や
新
規
就
農
者
の

誘
致
、
子
ど
も
支
援
の
視
点

か
ら
、
次
の
事
項
に
対
す
る

町
長
の
所
見
を
問
う
。

①
地
方
中
核
都
市
に
資
源
を

集
中
し
、
若
者
を
踏
み
と
ど

ま
ら
せ
る
こ
と
。

②
企
業
誘
致
に
対
す
る
本
町

の
姿
勢
。

③
県
外
の
相
談
会
に
出
席

し
、
新
規
就
農
者
を
誘
致
す

る
こ
と
。

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
統
合

し
、
子
ど
も
を
預
け
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
体
制
に
す

る
こ
と
。

答
弁
（
町
長
）

　

将
来
の
人
口
減
少
に
対

し
、
中
核
都
市
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

わ
が
町
の
独
自
性
を
生
か

し
、
足
腰
強
く
、
魅
力
あ
る

町
を
目
指
す
。

①
定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り

組
み
、
近
隣
市
町
か
ら
の
流

入
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。

②
企
業
誘
致
も
有
力
な
方

法
。
地
場
産
業
の
新
し
い
起

業
も
本
町
の
資
源
か
ら
振
興

し
て
い
る
。

③
県
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

を
図
る
事
業
は
な
い
が
、
農

業
担
い
手
育
成
は
関
係
団
体

と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

答
弁
（
教
育
長
）

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
統

合
は
子
ど
も
の
生
活
環
境
を

考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
行
く
。 

上野昭二

研究授業（北溟中）

県外からの新規就農者（はわい長瀬）

松岡昭博
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国
、
地
方
と
も
大
変
厳
し

い
経
済
・
財
政
状
況
の
中
、

住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
の
地
域
防
災
力
の
強

化
。
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
「
天
女
の
ふ
る
里

づ
く
り
」、
東
郷
地
域
の
新

こ
ど
も
園
な
ど
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
と
思
う

が
、
町
政
運
営
に
対
す
る
自

己
評
価
は
。

　

合
併
後
10
年
と
な
る
が
、

合
併
の
評
価
と
今
後
の
町
づ

く
り
の
課
題
と
展
望
は
。
ま

た
、
次
期
町
長
選
挙
へ
の
出

馬
の
決
意
は
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
本
年
１
月
17
日
に
施

行
さ
れ
た
。

　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年
時

点
で
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧

困
率
は
、
15
・
７
％
と
な
り
、

町
政
の
評
価
と
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
の
決
意
は

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け

引
き
続
き
努
力

QA

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

貧
困
対
策
の
策
定
は
こ
れ
か
ら

QA

答
弁
（
町
長
）

　

４
年
間
の
町
政
運
営
の
自

己
採
点
。
施
策
の
達
成
面
で

は
、
町
の
特
色
を
活
か
し
た

個
性
的
な
も
の
が
で
き
た
。

　

総
合
的
な
施
策
推
進
の
柱

と
な
る
プ
ラ
ン
で
動
い
て
い

る
。
有
利
な
財
源
を
得
て
実

施
で
き
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、78
点
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

　

合
併
の
評
価
は
、
小
学
校

と
保
育
所
の
建
設
。
デ
ジ
タ

ル
防
災
無
線
・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
基

盤
事
業
の
実
施
。
他
に
も
先

進
的
な
事
業
を
一
気
に
行
い

つ
つ
、
多
額
の
基
金
を
積
み

え
た
。

　

再
度
出
馬
し
、「
天
女
の

ふ
る
里
づ
く
り
」
な
ど
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
に
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。

６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧

困
状
態
に
あ
る
が
、
本
町
の

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
に
対
す

る
認
識
と
現
状
は
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
実
施
に
向
け
て
、
教
育
の

支
援
、
生
活
の
支
援
、
保
護

者
に
対
す
る
就
労
の
支
援
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
本

町
の
対
応
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
、
本
町
で
は
養
育
環
境
の

整
備
を
図
る
た
め
、
生
活
保

護
世
帯
及
び
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
ひ
と
り
親
の
保
育

料
の
免
除
や
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
に
よ
る
栄
養
状
態
の
確
認

指
導
、
若
年
妊
娠
、
出
産
へ

の
相
談
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　

現
在
、
町
で
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
策
定
は
実
施
し
て
い
な

い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障

す
る
た
め
に
、
就
学
援
助
制

度
や
奨
学
金
制
度
で
支
援
に

努
め
て
い
る
。
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
差
が
生
じ
な

い
よ
う
引
き
続
き
努
め
る
。

　
浜
中
議
員
は
こ
の
ほ
か

に
、「
介
護
保
険
制
度
の
現

状
と
課
題
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

浜中武仁

議場で出馬表明

ウインタースクールでの学習
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悪
徳
商
法
や
、
ネ
ッ
ト
犯

罪
の
被
害
が
増
大
し
て
い
る
。

　

健
康
商
品
の
送
り
つ
け
商

法
は
高
齢
者
に
、
ま
た
放
送

コ
ン
テ
ン
ツ
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
の
相
談
は
若
者
に
増
大

し
て
い
る
。

　

本
町
で
そ
れ
ぞ
れ
年
代
に

あ
っ
た
消
費
者
教
育
を
な
す

べ
き
で
あ
る
。
対
応
さ
れ
て

い
る
か
を
問
う
。

　

学
校
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
学
習
、
地
域
で
は
き
め

細
や
か
な
出
前
講
座
な
ど
で

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
被
害

が
出
な
い
対
策
を
望
む
。

生
涯
学
習
で
消
費
者
教
育
を

出
前
講
座
な
ど
で
計
画
的
に
実
施

QA

答
弁
（
町
長
）

　

本
町
に
か
か
る
消
費
相
談

件
数
は
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度

39
件
、
25
年
度
70
件
と
増
加

し
、
被
害
者
は
、
高
齢
者
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
平

成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
出
前
講
座
や
、
町
報
、
Ｔ

Ｃ
Ｃ
、
広
報
車
で
の
呼
び
か

け
な
ど
、
計
画
的
に
実
施
し

た
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
の
被
害

が
増
大
し
て
い
る
中
、
消
費

生
活
に
関
す
る
知
識
の
習
得

は
重
要
で
、
学
校
で
も
発
達

段
階
に
応
じ
た
消
費
者
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。
賢
い
消

費
者
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
な
お
一
層
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

湯
梨
浜
町
の
人
口
減
少
対
策
は

子
育
て
支
援
に
努
め
る

QA

　

近
年
、
人
口
減
少
社
会
で

の
問
題
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。

　

先
般
、
日
本
創
生
会
議
で

は
、
２
０
４
０
年
の
人
口
試

算
に
よ
っ
て
、
８
９
６
の
消

滅
可
能
性
都
市
を
公
表
し

た
。
湯
梨
浜
町
で
は
人
口
移

動
が
収
束
し
な
い
場
合
、

１
万
２
２
２
３
人
の
推
計
で

あ
る
。

　

人
口
問
題
は
、
経
済
、
財

政
、
雇
用
、
教
育
、
福
祉
な

ど
、
町
の
総
合
政
策
に
直
結

す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
人
口
増

減
の
分
析
、
人
口
減
少
問
題

へ
の
取
り
組
み
方
法
・
課
題
、

将
来
展
望
を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で

１
万
７
０
２
９
人
、
平
成
17

年
調
査
よ
り
４
９
６
人
の

減
。
出
生
数
は
年
１
４
０
～

１
７
０
人
で
推
移
、
若
年

女
性
人
口
は
平
成
25
年
で

１
５
４
９
人
、
４
年
間
で
約

１
８
０
人
の
減
。
平
成
52
年

は
１
万
２
９
６
２
人
で
、

４
０
６
７
人
減
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。

　

町
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
平
成
23
年
は
１
・
89
で

県
１
位
。
今
回
調
査
は
１
・

71
で
県
６
位
で
あ
る
が
、
人

口
減
少
構
造
に
は
変
わ
り
が

な
い
。
子
育
て
支
援
、
男
女

共
同
参
画
や
移
住
定
住
促
進

な
ど
、
一
層
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

会見祐子

出前講座で消費者教育（湯梨浜文化大学）

だいすき水遊び（あさひ保育所）

寺地章行
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東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
が

で
き
て
か
ら
長
く
な
る
が
、

利
用
状
況
を
見
直
し
、
レ
イ

ア
ウ
ト
を
含
め
、
施
設
を
変

更
し
た
か
。
ま
た
、「
東
郷

湖
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
で
検
討
し
た
か
。

　

本
年
度
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
ハ
ー
ド
事

業
が
始
ま
る
が
、
公
園
内
の

通
路
を
整
備
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
組
み
込
ん
で

は
ど
う
か
。
ま
た
、
さ
ら
に

特
色
あ
る
施
設
を
望
む
。

　

出
雲
山
展
望
台
に
景
観
を

考
慮
し
、
高
台
を
設
置
。
樹

木
も
伐
採
し
、
東
郷
湖
が
一

望
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

　

昨
年
、
最
高
裁
判
所
は
、

結
婚
し
て
い
な
い
男
女
の
間

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
遺
産

相
続
を
、
結
婚
し
た
夫
婦
の

子
の
２
分
の
１
と
し
た
民
法

の
規
定
を
憲
法
に
違
反
す
る

と
し
、
法
も
改
正
し
た
。

　

し
か
し
、
所
得
税
法
の
寡

臨
海
公
園
の
活
用
で
町
の 

魅
力
ア
ッ
プ
を

順
次
整
備
す
る

QA

非
婚
・
未
婚
の
母
子
・
父
子

家
庭
に
援
助
を

今
後
検
討
す
る

QA

答
弁
（
町
長
）

　

東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
は

長
期
に
わ
た
り
、
地
域
ご
と

に
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　

喫
茶
店
や
食
事
施
設
の
よ

う
に
内
容
・
設
置
者
が
変

わ
っ
た
も
の
、
め
ぐ
み
の
湯

温
泉
施
設
の
よ
う
に
充
実
を

図
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
東
郷
湖
未
来
創

造
会
議
の
「
天
女
の
ふ
る
里

づ
く
り
」
に
お
け
る
東
郷
湖

周
回
コ
ー
ス
整
備
や
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
な
ど
を
し

て
い
く
。
公
園
内
通
路
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設

定
も
進
め
る
。

　

出
雲
山
展
望
台
整
備
は
、

竹
や
ぶ
の
除
去
を
実
施
し
て

お
り
、今
後
は
ト
イ
レ
設
置
・

休
憩
施
設
整
備
も
図
り
た
い
。

婦
控
除
制
度
は
改
正
さ
れ
て

お
ら
ず
、
婚
姻
歴
の
な
い
母

子
家
庭
に
は
、
寡
婦
控
除
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

抜
本
的
な
税
制
改
正
が
必

要
だ
が
、ま
ず
は
、保
育
料
・

公
営
住
宅
の
料
金
算
定
で
、

非
婚
・
未
婚
の
母
子
・
父
子

家
庭
に
、
寡
婦
控
除
を
み
な

し
適
用
し
軽
減
さ
れ
る
べ
き

だ
が
、
所
見
を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

本
町
に
お
い
て
も
非
婚
・

未
婚
で
児
童
扶
養
手
当
受
給

権
の
あ
る
、
ひ
と
り
親
家
庭

が
14
世
帯
あ
る
。

　

政
府
は
保
育
料
に
つ
い
て

は
結
婚
歴
の
な
い
ひ
と
り
親

に
つ
い
て
、
寡
婦
控
除
相
当

分
の
所
得
を
控
除
す
る
か
ど

う
か
は
、
各
市
町
村
に
お
い

て
判
断
す
る
こ
と
と
答
え
て

い
る
。

　

従
っ
て
本
町
と
し
て
は
、

保
育
料
に
つ
い
て
は
み
な
し

適
用
の
範
囲
を
ど
の
あ
た
り

ま
で
に
す
る
か
を
検
討
す

る
。
他
の
制
度
に
お
い
て
も

適
用
す
べ
き
か
検
討
を
始
め

る
。

　

町
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
実
質
上
、
み
な
し
控

除
し
て
い
る
。

米田強美

「天女のふる里づくり」で周辺整備（出雲山展望台）

母子会でちまき作り（中央公民館羽合分館）
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国
の
制
度
の
改
定
で
、
要

支
援
１
、２
の
人
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
市
町
村
の
事
業
に

移
さ
れ
、
市
町
村
格
差
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
が
原
則
要
介

護
３
以
上
に
限
定
さ
れ
、
高

齢
者
が
行
き
場
を
失
う
事
態

と
な
る
。
町
長
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
間

事
業
者
に
お
願
い
す
る
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
簡
単
に
参
入

で
き
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

　

資
格
の
問
題
・
施
設
の
問

題
・
財
政
の
問
題
な
ど
た
く

さ
ん
起
こ
り
う
る
が
、
ど
う

対
処
さ
れ
る
の
か
聞
く
。

　

長
江
地
区
に
新
設
中
学
校

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
が
、
そ
の
後
何
の
動
き
も

な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
声
が
あ
る
。
中
学

校
建
設
は
こ
れ
か
ら
が
大
切

で
あ
り
、
町
民
に
も
き
ち
ん

と
し
た
説
明
と
新
学
校
に
向

け
て
の
意
識
の
統
一
も
必
要

で
あ
る
。

　

今
後
ど
う
い
っ
た
ス
ケ

要
支
援
１
、２
の
人
へ
の
対
処
は

困
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る

QA

中
学
校
建
設
の
今
後
は

皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
す
る

QA

答
弁
（
町
長
）

　

町
内
の
福
祉
事
業
に
携
わ

る
事
業
者
や
、
関
係
団
体
と

湯
梨
浜
町
に
お
け
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
会

を
早
急
に
立
ち
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
責
任
に
つ
い
て
は
、

住
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
関

係
機
関
と
の
連
携
、
ま
た
医

療
と
福
祉
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
制
度
が
変
わ
っ
て
も

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
り
、

要
支
援
の
方
が
困
っ
た
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

ジ
ュ
ー
ル
で
学
校
建
設
が
な

さ
れ
る
の
か
。
町
民
へ
の
説

明
は
し
な
い
の
か
聞
く
。

答
弁
（
町
長
）

　

今
後
は
、
文
化
財
調
査
、

農
振
解
除
の
手
続
き
、
用
地

買
収
な
ど
と
進
み
、
平
成
31

年
度
に
は
完
成
予
定
だ
が
、

で
き
れ
ば
、
前
倒
し
で
完
成

さ
せ
た
い
。

　

具
体
的
な
場
所
が
決
ま
り

次
第
、
地
区
の
皆
さ
ん
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
へ
説
明

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

今
後
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
統
合
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
検
討
事
項
の
整

理
を
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
も
反
映
さ
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

検
討
す
る
組
織
を
き
ち
ん

と
立
ち
上
げ
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
そ
の
情
報
を
提
供
し
、
一

緒
に
考
え
な
が
ら
思
い
の
集

約
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
増
井
議
員
は
こ
の
ほ
か

に
、「
当
町
が
行
っ
て
い
る

自
衛
隊
募
集
な
ど
の
事
務
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

増井久美

介護予防講演会（中央公民館羽合分館）

北溟中学校運動会
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ゆりはま議会　　第 43 号　　14PB　　ゆりはま議会　　第 43 号

Ｑ　梨を輸出しないと儲からないのでは。
Ａ　台湾、香港など５か国に、二十世紀梨・晩産
梨約7,000ケース/10㎏を輸出。

Ｑ　衰退する地域への手厚い手当を要望したい。
Ａ　具体的に何ができるか検討する。

Ｑ　歴史遺産を町おこし・活性化に有効活用され
ているとは思わない。議会の中で提案いただ
きたい。

Ａ　文化財行政については、踏み込んで提言して
いない。行政に要請し、対応を協議検討する。

Ｑ　松崎幼稚園の未満児受け入れ態勢の早期整備
を望む。

Ａ　設計費を今年６月補正で予算を可決した。

Ｑ　行政に答弁を求めるだけでなく、議員個々が
企画力を身に着け、町政に生かすようにして
ください。

Ａ　議会は議決権しかない。議会が政策実現に向
けて一つになるよう努める。

Ｑ　意見交換会資料について、今一度、工夫して
ほしい。今後も継続してほしい。

Ａ　事前にホームページや公共施設に置く。今後
も継続して実施する。

Ｑ　旧町村で役場職員の給与・水道代が違うと聞
くが。

Ａ　職員給与、水道代は、現在は統一されている。

Ｑ　スマートシティに関連して、広報をPDFで
配布すればいい。観光客誘致にホームページ
の活用を。

Ａ　議会だけでなく、町全体で使えるものとして
推進したい。研究する時間をいただきたい。

Ｑ　東郷湖岸景観条例が出来ているみたいだが、
人工的なソーラーや高い人工物ができるのは
どうか。

Ａ　鳥取県景観形成条例に基づき申請され、改善
の必要がある場合は、指導により基準内の建
設物になっている。

Ｑ　�筒地原線について、農業をしている人には生
命線であり、畑に行くのにも遠い。段差があ
るところには真砂土を置くなり、車を通行さ
せてほしい。

Ａ　ボーリング調査など、経過を見守りたい。草
刈は進めていきたい。

Ｑ　議会広報について、10年目の記念で何をす
るのか。

Ａ　町民インタビューを通して、皆さんのご意見・
提言などを広報する。

※�たくさんの意見・提言ありがとうございました。
今年も皆様のお越しをお待ちしています。
※�昨年の意見交換会の会議資料・会議録は町ホー
ムページに掲載しています。

◆　昨年の会場でのQ & A　◆

住民と議会の意見交換会
今年は11月５日～７日に開催します

会場・日時：５日（水）中央公民館羽合分館、６日（木）中央公民館、７日（金）中央公民館泊分館　午後７時～午後９時まで

テーマ：湯梨浜町誕生10周年を迎えて
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件　　　　名 陳　情　者 審査結果

「海外で戦争する国」にする集団的自衛権の行使容認に反

対する意見書の提出を求める請願

鳥取県憲法会議

� 代表　浜田章作

採　択

(意見書提出)

さらなる年金削減の中止を求める陳情

全日本年金者組合

鳥取県本部委員長

� 増田修治

中部支部支部長

� 平井　隆

採　択

(意見書提出)

「介護・医療総合確保法案」の撤回を求める陳情

全日本年金者組合

鳥取県本部委員長

� 増田修治

中部支部支部長

� 平井　隆

不採択

(すでに国会

で可決・成

立したため)

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意

見書の提出に関する陳情
� 平野宏幸

採　択

(意見書提出)

「手話言語法」制定を求める意見書の提出を求める陳情に

ついて

公益社団法人

鳥取県聴覚障害者協会

� 理事長　荻原耕三

採　択

(意見書提出)

日本軍「慰安婦」問題への誠実な対応を求める陳情

新日本婦人の会

鳥取県本部会長

� 山内淳子

採　択

(意見書提出)

湯梨浜町商工会羽合支所及び長瀬地区公民館の無償譲渡に

ついて

湯梨浜町商工会

� 会長　中島　守

長瀬十区区長会

� 代表区長　信原和裕

長瀬地区公民館

� 館長　井坂正昭

継続審査

法定外公共物の適正な機能管理及び財産管理を求める陳情

上浅津南部区長

� 福山　保

上浅津北部区長

� 西村雅俊

採　択

陳請 情願 ・ 審 査
６月定例会において常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。
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合併10周年を迎えるにあたって ～皆さんに聞きました～

町民インタビュー

　３町村が合併したということで、私達を取り巻く環境も変化してきました。
私の関係しているものだけでも、商工会・消防団・夏祭り等の様々なものが
合併・統合してきました。
　合併後、直ぐに同じ動きをしていくことは不可能に近いものがあります。
しかし、合併したら仕方ないのではなく、温故知新の考えで進んでいくこと
が大切であると思います。
　生まれ育った地域をどうしたらいいのか、様々な世代の人達が意見を言え
る場所が出来ることを期待します。

河本定幸さん
(旭)

山本朋子さん
（上浅津）

　見て、聞いて、感じて、体験してと、ほんものの体験が十分にできる湯梨
浜の環境の中で、「子ども達が将来ふるさとに帰ってきて、自分の子ども達
にも素晴らしさを伝える」、そんな町になるよう皆の智恵を伝えあいながら、
子どもも大人も心豊かに過ごせる町になっていく事を望みます。
　皆がより良く、住みやすくなりたいと歩んできたこの10年ですから思いは
一つです。これからも子ども達に誇れる町作りをお願いします。

　湯梨浜町合併10周年おめでとうございます。合併時に役場職員でした。バ
ラ色の新町は無理でも住みやすい新町になるよう担当者で遅くまで話し合っ
たものです。10年経過してどうでしょうか。
　町民の満足度はどのくらい？随分高ければ良いですが。人口減は全国的な
現象ですが、せめて町民が湯梨浜町に住んで良かったと実感できる施策の実
現を。健康、福祉、財政などどれも大事です。健康で生きがいを持つこと・・・
それは若い時からの生涯学習の推進です。さらなる充実に期待します。議会
改革も着実に進んでいますが、斬新な取り組みを継続されることが町民の付
託に応えることでないでしょうか。

浜家　満さん
(泊)

　
今
年
も
田
植
え
が
終
わ

り
、
田
面
は
一
面
、
瞬
く

間
に
綠
の
じ
ゅ
う
た
ん
に

早
変
わ
り
し
た
。
昨
年
も

そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
秋

風
が
吹
く
頃
に
は
、
稲
穂

が
た
わ
わ
に
実
り
、
取
り

入
れ
の
季
節
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
昨
年
は
猛
暑
、
豪
雨
等

の
異
常
気
象
の
年
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
の
影
響
で
冷
夏
の
心

配
が
あ
る
と
い
う
。

　
毎
年
同
じ
営
み
が
繰
り

返
さ
れ
る
が
、
気
象
は
毎

年
異
な
り
、
農
家
の
技
量

が
試
さ
れ
て
い
る
。
町
を

取
り
巻
く
情
勢
も
ど
ん
ど

ん
変
わ
る
。
我
々
も
し
っ

か
り
と
し
た
舵
取
り
が
求

め
ら
れ
る
。

�
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記
　
松
岡
）

広
報
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委
員
会

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

編
集

・
発

行
／

鳥
取

県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

議
会

　
　

〒
682-0723　

鳥
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県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

大
字

久
留

19番
地

１
　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）3697／
E-m

ail：
ygikai@

yuriham
a.jp

ゆりはま議会　　第 43 号　　16PB　　ゆりはま議会　　第 43 号

CW6_T7001A04_M.indd   16 2014/07/16   11:25:45


	T07-1001_表紙_0717
	CW6_T7001A01_M
	CW6_T7001A04_M

	T07-1001_本文_0717
	CW6_T7001D02_M
	CW6_T7001D05_M
	CW6_T7001D08_M
	CW6_T7001D14_M
	CW6_T7001D15_M


